
● N6700モジュラ電源システムは、
複数の電源モジュールの同時操作
が可能な、チャネル・リスト・コ
マンドを備えています。

● N6700A-Bは1 Uパッケージに4個の
100 W出力を備え、高密度を実現
します。

● N6752A 50 V、10 A、100 Wオート
レンジ電源モジュールは、12 V/24
VのDC入力バッテリ・アダプタへ
のフル・パワーでの電力供給に対
応します。

● N6752A 50 V、10 A、100 Wオート
レンジ電源モジュールは、待機電
流や突入電流のテストに最適な高
精度のダイナミック測定機能を備
えています。

● N6743B 20 V、5 A、100 W電源モ
ジュールは、バッテリ・アダプタ
への電力供給が主な目的の場合に
経済的です。

● N3300A電子負荷システムは複数の
セーブ／リコール・ステートを備
え、複数の電子負荷モジュールの
条件を同時に設定できます。

● N3300Aは3 Uパッケージに最大6個
の負荷モジュールを搭載可能で、
高密度を実現します。

● N3302A 60 V、30 A、150 W負荷モ
ジュールは複数の電圧／電流レン
ジを備え、ハイ／ローの両方のレ
ベルでの確度の高いバッテリ・ア
ダプタ・テストを実現します。

概要

携帯電話、ラップトップなどのポー
タブル・デバイス用のDC入力バッテ
リ・アダプタは、ホスト・デバイス
に正確に電力を供給し、内部バッテ
リ・パックを充電するために使用さ
れています。誤ったバッテリ・アダ
プタを使用すると、ホスト・デバイ
スやバッテリ・パックが損傷するだ
けでなく、事故につながる危険性も
あります。こうしたリスクを軽減す
るには、完全なファンクション・テ
ストが必要です。

問題

バッテリ・アダプタはコストが非常
に問題になります。わずかなテスト
時間でも重要なので、完全なファン
クション・テストが求められると同
時に、テスト時間も最小限に抑える
必要があります。ほとんどの場合、
テスト時間の短縮を試みても、それ
ほどの効果が得られません。

解決策

パラレル・デバイス・テストにより、
テスト・システムのスループットが
大幅に向上します。従来の多くの機
器と違って、Agilent は、以下のよう
な高度な機能により、高スループッ
トのパラレル・バッテリ・アダプ
タ・テストをサポートしています。

バッテリ・アダプタ・テストの
スループットが数倍向上
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図1.バッテリ・アダプタ／ホスト・デバイスのサンプル

バッテリ・パック

携帯電話 携帯電話用プラグ

バッテリ・アダプタ・ハウジング／回路 自動車用コンセント・プラグ
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バッテリ・アダプタ

バッテリ・アダプタは、自動車の電
気系統から＋9～＋16 Vdcを取り込
み、携帯電話、ラップトップなどの
ポータブル機器にDC電源を提供する
DC/DCコンバータです（図1を参照）。
デバイスによっては、バッテリ・ア
ダプタは、3～20 V、最大50 Wの出力
が可能で、デバイスへの電力供給に
よるアクティブ動作や、2、3時間以
内でのバッテリの充電を実現します。
バッテリ・アダプタの出力電圧／電
流の調整機能をテストして、デバイ
スに正確に電力を供給し、バッテリ
を充電できるようにする必要があり
ます。

一般的なバッテリ・アダプタ・テスト

バッテリ・アダプタのファンクショ
ン・テストの多くは、表1にリストさ
れているように、出力または入力に
関係しています。これらのテストの
詳細については、Agilent Technologies
アプリケーション・ノートAN 372-1
『Power Supply Testing』（カタログ番号
5952-4190）を参照してください。

従来のテスト・システム構成

必要なテストに基づいて、適切なテ
スト機器で構成していました。従来
のシステム構成を図2に示します。こ
の構成では、バッテリ・アダプタが
一度に1個ずつシーケンシャルにテス
トされます。

Agilentの機器を使用した
パラレル・デバイス・テスト・
ソリューションの例

多くの場合、テストを実行する際に、
DC入力電源と電子負荷を使って条件
を設定して、測定する必要があります。
これらは、スループットの向上を見込
める領域です。複数のDC電源と負荷
を使って、複数のデバイスでほとんど
のテストを同時に実行できるテスト・
システムを構成することが、テストの
スループットを大幅に高めるためのコ
スト・パフォーマンスの高い方法で
す。図3は、4台のデバイスを同時にテ
ストするためのテスト構成のサンプル
を示したものです。この構成には、複
数のチャネルと高度なプログラミング
機能を備えたN6700モジュラ電源シス
テムとN3300A電子負荷システムが最
適です。

DC電源 

被試験 
バッテリ・ 
アダプタ 

電子負荷 

差動増幅器 
（50Ω終端、 
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図2.従来のテスト・システム構成

出力に関連したテスト 入力に関連したテスト その他のテスト

出力確度、CV/CC 入力電流、NL/FL スタートアップ時間

負荷変動、CV 突入電流 電源変動、CV

過渡応答、CV

リップル電圧Vp-p

短絡電流

逆漏れ電流

バッテリ充電終了

CV＝定電圧、CC＝定電流、NL＝負荷なし、FL＝フル負荷

表1：一般的なバッテリ・アダプタのファンクション・テスト
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シーケンシャル・テスト対
パラレル・テスト

図4の左側に、従来のシステムの入力
電流のシーケンシャル・テストが示
されています。テストを実行するに
は、シーケンスを4回（4台のDUTそれ
ぞれ1回ずつ）ループする必要があり
ます。比較として、パラレル・デバ
イス・テスト・システムのテストが

図4の右側に示されています。4台す
べてのDUTに対してシーケンスを1回
だけ実行するだけで、テストを実行
できます。セーブ／リコール・ステ
ートとチャネル・リスト・プログラ
ミング機能を使用することにより、4
台すべての負荷とDC電源を同時に変
更／リードバックできます。
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電源システム 

N3300A電子 
負荷システム 

DC入力 DC出力 

DUT 1 

DUT 2 

DUT 3 

DUT 4

6612C PS

VHF 
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図3.パラレル・デバイス・テスト･システムの構成

パラレル・デバイス・テスト シーケンシャル・デバイス・テスト 

いいえ 

はい 

             DUT（n） 
       の入力 

電流 

DUT 
（1～4） 
の入力電流 

開始 

n＝1 

DUT（n）をフィクスチャに挿入 

負荷のテスト条件を設定 

DC電源のテスト条件を設定 

DC電源の電流をリードバック 

負荷をリセット、DC電源をリセット 

フィクスチャからDUT（n）を除去 

n＝n＋1 

n＝4? 

終了 

開始 

DUT（1～4）をフィクスチャに挿入 

負荷（1～4）のテスト条件をリコール 
DC電源（1～4）のテスト条件を設定 

DC電源（1～4）の電流をリードバック 

負荷（1～4）をリセット、DC電源（1～4）をリセット 

フィクスチャからDU（1～4）を除去 

終了 

図4.入力電流のシーケンシャル・テスト対パラレル・テスト

最適なパラレル・デバイス・テスト・
システムの構成
パラレル・デバイス・システムでは、同時に
実行される各種テストと連続して実行される
各種テストのバランスが取られ、複数のシス
テム・コンポーネントを配置します。DCア
ダプタのパラレル・テストには、以下のよう
ないくつかの理由から、複数の電源と負荷を
使用します。
● 同時にDUTに電源を投入し、各DUTに負
荷を与えるため

● ほとんどのテストが実行可能
● すべてのテストの動作条件が設定可能
● パラレル・プログラムが可能（パラレル・
プログラム実行用に設計されている場合）。

● 比較的低コスト

相対的に、他の機器が全体に影響を及ぼすこ
とはありません。通常は、1台の高性能測定
器を使用して各DUTへの入力を多重化する
方法が効果的です。

同時にテスト可能なデバイス数
同時にテストするデバイスの数が多いほど、
スループットがそれに比例して多少低下しま
す。シーケンシャルなテスト／測定がテスト
に占める割合が大きくなり、テスト・フィク
スチャへのデバイスのロード／アンロードに
要する時間も、制限要因になってきます。通
常は、1対のテスト・フィクスチャとスイッ
チ・バンクが用いられます。一方はアンロー
ドされた後で再ロードされ、もう一方はテス
トに用いられます。テスト・システム全体の
スループットを最適化するには、テスト時間
の調査が必要です。



パラレル・テストによる
スループットの向上

スループットの向上は、同時にテスト
されるデバイスの数によって決まりま
す。この場合、スループットは4倍向
上します。全体的なスループットの向
上は、多くの要因に左右されますが、
ほとんどのテスト条件や測定でDC電
源と負荷を使用できる場合は、4台の
デバイスを同時にテストすると、全体
的なスループットの向上が約3倍にな
ります。これにはもちろん、複数のチ
ャネルの同時動作に対応するDC電源
と負荷が必要です。複数のチャネルの
同時動作は、N6700モジュラ電源シス
テムのチャネル・リスト機能と、
N3300A電子負荷システムのセーブ／
リコール・ステート機能を使用するこ
とにより実現できます。

こうしたスループットの飛躍的な向
上により、追加のDC電源／負荷に要
するコストが相殺されるため、非常
にコスト・パフォーマンスの高いソ
リューションになります。この制限
要因は、最終的には、デバイスをど
れだけすばやくテスト・フィクスチ
ャからロード／アンロードできるか
ということになります。したがって、
Agilent製品の高度な機能を活用すれ
ば、テスト機器が制限要因となるこ
とはありません。

関連アプリケーション

● DC/DCコンバータのテスト
● 電圧レギュレータ・モジュール
（VRM）のテスト

● ポイント・オブ・ロード（POL）レ
ギュレータのテスト

サポート、サービス、およびアシスタンス

アジレント・テクノロジーが、サービスおよび
サポートにおいてお約束できることは明確です。
リスクを最小限に抑え、さまざまな問題の解決
を図りながら、お客様の利益を最大限に高める
ことにあります。アジレント・テクノロジーは、
お客様が納得できる計測機能の提供、お客様の
ニーズに応じたサポート体制の確立に努めてい
ます。アジレント・テクノロジーの多種多様な
サポート・リソースとサービスを利用すれば、
用途に合ったアジレント・テクノロジーの製品
を選択し、製品を十分に活用することができま
す。アジレント・テクノロジーのすべての測定
器およびシステムには、グローバル保証が付い
ています。アジレント・テクノロジーのサポー
ト政策全体を貫く2つの理念が、「アジレント・
テクノロジーのプロミス」と「お客様のアドバ
ンテージ」です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、アジ
レント・テクノロジーの経験豊富なテスト・エ
ンジニアが現実的な性能や実用的な製品の推奨
を含む製品情報をお届けします。お客様がアジ
レント・テクノロジーの製品をお使いになる時、
アジレント・テクノロジーは製品が約束どおり
の性能を発揮することを保証します。それらは
以下のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行います。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に係
わるアシストを提供します。

● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サービ
ス・センタでサービスが受けられるグローバ
ル保証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供す
る多様な専門的テストおよび測定サービスを利
用することができます。こうしたサービスは、
お客様それぞれの技術的ニーズおよびビジネ
ス・ニーズに応じて購入することが可能です。
お客様は、設計、システム統合、プロジェクト
管理、その他の専門的なサービスのほか、校正、
追加料金によるアップグレード、保証期間終了
後の修理、オンサイトの教育およびトレーニン
グなどのサービスを購入することにより、問題
を効率良く解決して、市場のきびしい競争に勝
ち抜くことができます。世界各地の経験豊富な
アジレント・テクノロジーのエンジニアが、お
客様の生産性の向上、設備投資の回収率の最大
化、製品の測定確度の維持をお手伝いします。
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